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後期高齢者の外来診療のイメージ  

・複放の疾皿を布している者が多い   

・∃泣知機能が低下している苗  
が、若人よりも多い  

・介路を必要とする者が多く、  

リスケが高い  
・合併症の発症及び重症化の  
リスクが高い  

左記のような1寺性を  
有している．  

等  、、－－1・一一一‾‾  

（定期的・∃臨含的に評価を行い、結果を療養及び生活指串で活用する）  

0総合的なi雫應（年1回程度）   

■基本的な日常生活の能力  
・主監知性旋 ・意欲  
・情緒や気分  
等  

0定期的な検査（年2阿程度）  
・血液検査（血球数、アルプミン値等〉  

・尿検査（尿態、尿蛋白笥〉  

・心電図検査  
・胸部レントゲン検茸  
・眼底検査  等  

く■憫●■事の桝＞  

確藍㌫㌫諾  
てく忘弘7＝i戦曽の脚帥つ  
・「自分1人でトイレに†亨けナナ  
か？J  書  

支捷センター等へ連絡  

・口腔ケアについて細且真  
一1級数状況を確t乏し．貰枝雀と  
も連春霞をとって．服薬支媛措置  
をエ夫  
等   

・栄養、■虔場の内容の変更 （低栄薇状態の改善〉  

等   
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高齢者の総合的な評価のイメージ  

80歳代御免温会  
入院中の  

スクリーーニンク検査   
r病状安定故に実施プ  

スクリーニング検査を   

踏まえた追加検査  

検査を踏まえた  
総合的な評価   

■1  

i  

∃  

】  

】   
」  

的な日常隻語  】   

l  

⊆  

き   

】  
＿＿」  

日常主語に関連した動作の検査l  ＿、 ：・唾下津冨に誓言が必要  iの能力  
・▲l  口腔籠生笥堰が必要   

服某支担が必要  

活動能力の1妻査  ー認知能   

・菩歓  

・情緒や気分  

等   

＜翼間専攻響の偶＞  

▼－◆ト認知能に‡笥する詳細左横査  

l・憲故に閲する諾沼な較査  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一： 

問芝孟行動に関する模云：  
＼▲‡  

！・QO Lに関する検査  ・モ再告げが中空  

イ響段．ひと駅離れた町へどうやっ  
て行きま「r力、？j  
・rこ丸から書う冨集を綾り達し  
てください．J  
・ 鯵零時に祥一I舌の換捗を緒つ  
・一色分1人でトイレに行けます  
力、？」  讐  

′‾▼ 在宅医療、外来診療  
での取り組み  

口腔ケアの実相邑や、壕下降I  
「雷食をエ真  

上訪問時に、島国服養親況き云  
l諾し一服芸支1引芭苗を工夫  

卜食欲が低下しないように配慮  
L㌧ヱ？こ隼至琴萱草三軍  
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